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山
崎
闇
斎
編
『
拘
幽
操
』
に
お
け
る
来
貢
説
理
解
に
つ
い
て

一
江
戸
儒
学
に
お
け
る
「
拘
幽
操
」
問
題

こ
う
ゆ
'
そ
う

本
稿
は
、
江
戸
初
期
朱
子
学
派
の
山
崎
闇
斎
が
編
ん
だ
『
拘
幽
換
』
と
い
う

有
名
な
小
冊
子
に
収
載
さ
れ
た
朱
蕪
説
に
対
す
る
闇
斎
の
理
解
に
つ
い
て
、
中

国
学
の
視
点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
〔
①
〕
。

山
崎
闇
斎
(
一
六
一
八
～
一
六
八
二
)
は
、
中
国
元
明
以
後
の
朱
子
後
学
の
編

纂
物
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
朱
蕪
二
一
三
〇
～
一
二
〇
〇
)
　
の
『
文
集
』
『
語

、
類
』
と
い
っ
た
朱
薫
の
一
次
資
料
を
精
読
す
る
こ
と
に
よ
り
原
朱
子
学
に
復
帰

し
ょ
う
と
し
、
そ
こ
か
ら
林
羅
山
(
一
五
八
三
～
一
六
五
七
)
　
の
林
家
朱
子
学
が

持
つ
、
元
明
以
後
の
朱
子
後
学
の
注
釈
書
を
科
挙
参
考
書
向
け
に
集
成
編
纂
し

た
『
性
理
大
全
』
『
四
書
大
全
』
等
の
大
全
風
の
学
風
を
批
判
し
た
。
「
崎
門
」

と
呼
ば
れ
る
こ
の
学
派
の
門
人
達
が
各
藩
に
散
ら
ば
る
こ
と
に
よ
り
江
戸
の
武

士
層
に
実
質
的
に
朱
子
学
が
理
解
さ
れ
始
め
る
。

山
崎
闇
斎
の
学
術
は
儒
学
と
垂
加
神
道
と
呼
ば
れ
る
神
道
と
の
二
本
立
て
と

な
っ
て
い
る
が
、
儒
学
に
つ
い
て
は
朱
薫
説
の
　
「
祖
述
」
を
標
持
す
る
。
朱
子

学
関
係
の
彼
の
編
著
作
を
み
る
と
、
彼
自
身
の
生
ま
の
言
葉
は
あ
ま
り
な
く
、

市
来
　
津
由
彦

ほ
と
ん
ど
が
朱
某
資
料
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
思
想
の
実
質

は
当
時
の
江
戸
初
期
の
徳
川
政
治
体
制
の
課
題
に
生
真
面
目
に
対
応
し
よ
う
と

す
る
性
格
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
学
説
は
武
士
統
治
体
制
に
み
あ
っ
た
内
容

を
も
つ
。
そ
の
編
著
作
に
は
、
も
と
科
挙
官
僚
の
儒
学
と
し
て
生
ま
れ
た
朱
子

学
を
祖
述
す
る
こ
と
が
、
科
挙
制
度
と
は
無
縁
の
武
士
眉
と
い
う
徳
川
政
治
体

制
下
の
人
の
生
き
方
を
説
く
儒
学
と
し
て
語
ら
れ
る
と
い
う
ね
じ
れ
現
象
が
み

て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
学
説
の
一
つ
と
し
て
、
君
臣
関
係
に
お
け
る
上
下
秩
序
の
絶
対
性
を
江

戸
儒
学
に
お
い
て
説
く
い
わ
ゆ
る
大
義
名
分
論
の
学
説
が
あ
る
。
そ
の
出
発
点

と
な
っ
た
の
が
『
拘
幽
操
』
で
あ
る
。
こ
の
『
拘
幽
操
』
の
刊
行
は
寛
文
末
延

宝
の
頃
二
六
七
〇
年
代
)
だ
が
、
そ
の
　
「
拘
幽
操
」
論
は
、
闇
斎
が
思
想
的

自
立
を
果
た
し
て
か
ら
の
思
想
展
開
初
期
の
万
治
元
年
(
〓
ハ
五
八
)
の
『
大

和
小
学
』
に
も
み
え
、
思
想
的
自
立
の
当
初
か
ら
抱
い
て
い
た
問
題
だ
っ
た
よ

う
で
あ
る
〔
②
〕
。
そ
の
論
は
、
闇
斎
の
儒
学
面
の
三
傑
と
い
わ
れ
る
高
弟
の
一

け
い
さ
い

人
、
浅
見
綱
斎
(
一
六
五
二
～
一
七
二
)
に
よ
っ
て
発
展
継
承
さ
れ
、
彼
は
『
拘

幽
操
附
録
』
を
元
禄
五
年
(
一
六
九
二
)
に
刊
行
し
て
師
の
意
図
を
顕
彰
し
た
。

ま
た
銅
斎
の
『
拘
幽
操
』
理
解
は
そ
の
門
人
若
林
強
斎
筆
録
『
拘
幽
換
師
説
』
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と
し
て
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
〔
③
)
。
こ
の
綱
斎
は
中
国
に
お
い
て
君
臣
の

節
義
を
全
う
し
た
と
認
定
で
き
る
八
名
の
士
を
取
り
あ
げ
て
そ
の
資
料
を
集
め

て
『
靖
献
遺
言
』
を
編
集
し
(
一
六
八
七
)
、
そ
の
講
義
も
行
い
、
講
義
録
も
後

に
は
刊
行
さ
れ
た
(
一
七
四
八
)
。
他
方
、
綱
斎
門
人
三
宅
観
瀾
(
一
六
七
四
～

一
七
一
八
)
は
徳
川
光
圀
に
招
か
れ
『
大
日
本
史
』
の
執
筆
に
あ
た
る
。
皇
統

尊
重
思
想
が
流
れ
る
こ
の
水
戸
藩
に
お
け
る
儒
学
の
継
承
の
中
で
、
も
と
徳
川

政
治
体
制
の
た
め
の
い
わ
ゆ
る
大
義
名
分
論
は
天
皇
を
「
君
」
と
す
る
尊
王
論

に
後
に
ス
ラ
イ
ド
し
(
後
期
水
戸
学
)
、
『
靖
献
遺
言
』
は
幕
末
志
士
の
必
読
書

と
な
っ
て
い
く
。
近
代
に
入
っ
て
明
治
も
半
ば
を
過
ぎ
る
と
、
幕
末
に
お
い
て

尊
王
論
を
鼓
舞
し
た
こ
の
『
靖
献
遺
言
』
の
機
能
が
、
い
わ
ゆ
る
国
体
論
や
日

本
精
神
論
と
い
っ
た
枠
の
下
で
評
価
さ
れ
、
さ
ら
に
山
崎
闇
斎
や
『
拘
幽
操
』

論
も
そ
の
源
流
と
し
て
再
発
見
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
構
成
さ
れ
た
思
想
が
ア
ジ
ア

に
輸
出
さ
れ
る
こ
と
と
も
な
る
。
そ
の
こ
と
自
体
は
、
近
代
に
お
け
る
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
主
張
の
素
材
と
し
て
『
拘
幽
操
』
『
靖
献
遺
言
』
を
用
い
た
再
構
成

者
の
側
の
問
題
で
あ
り
、
江
戸
初
期
儒
学
の
論
と
は
切
り
離
し
て
考
え
る
べ
き

で
は
あ
る
が
〔
㊨
)
、
非
連
続
の
連
続
と
し
て
「
拘
幽
操
」
論
の
射
程
が
こ
こ
ま

で
及
ぶ
こ
と
は
明
記
し
て
お
い
て
よ
い
。
こ
の
深
く
長
い
射
程
ゆ
え
に
、
日
本

江
戸
期
に
お
け
る
中
国
儒
学
の
受
容
と
展
開
と
い
う
問
題
を
考
え
る
に
あ
た

り
、
こ
の
論
は
興
味
深
い
素
材
と
な
る
。

た
だ
し
小
塙
は
、
中
日
に
お
け
る
こ
の
論
の
展
開
を
追
お
う
と
す
る
も
の
で

は
な
い
〔
⑤
〕
。
こ
こ
で
は
、
闇
斎
編
『
拘
幽
操
』
の
素
材
と
な
っ
て
い
る
文
王

幽
囚
説
話
や
韓
愈
の
詩
に
対
す
る
朱
某
の
解
釈
と
闇
斎
の
理
解
と
を
比
較
し
、

闇
斎
編
『
拘
幽
操
』
冊
子
と
い
う
そ
も
そ
も
の
出
発
点
に
お
け
る
闇
斎
の
理
解

と
そ
の
意
味
に
つ
い
て
筆
者
な
り
の
理
解
を
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
日

本
学
ま
た
論
旨
関
連
分
野
の
専
家
の
ご
批
正
を
仰
ぎ
た
い
。

二
　
山
崎
闇
斎
編
r
拘
幽
操
』
の
内
容

周
知
の
資
料
な
の
で
関
心
あ
る
方
や
尊
家
に
は
提
示
は
不
要
か
と
も
思
わ
れ

る
が
、
行
論
の
都
合
上
、
闇
斎
編
.
『
拘
幽
換
』
の
構
成
と
内
容
に
つ
い
て
ま
ず

説
明
す
る
。
そ
こ
に
は
以
下
の
四
点
の
文
章
が
載
る
。

I
、
唐
の
韓
愈
(
七
六
八
～
八
二
四
。
字
は
退
之
)
の
い
わ
ゆ
る
「
拘
幽
操
」
詩

(
『
昌
黎
先
生
集
』
巻
一
「
琴
操
十
首
」
　
の
第
五
首
)
。
中
国
古
代
周
王
朝
を
開
い

た
武
王
の
父
文
王
が
、
ま
だ
殿
王
朝
時
代
に
殿
の
紺
王
に
謀
反
の
嫌
疑
を
か

け
ら
れ
て
芙
里
な
る
所
に
幽
囚
さ
れ
た
と
い
う
、
『
史
記
』
周
本
紀
等
に
み

ら
れ
る
説
話
を
素
材
と
し
、
韓
愈
が
そ
の
と
き
の
文
王
の
心
情
を
文
王
に
成

り
代
わ
っ
て
詠
っ
た
と
い
う
も
の
。
現
代
日
本
語
訳
で
示
す
と
次
の
通
り
。

な
お
、
A
、
B
…
は
本
稿
の
資
料
通
し
記
号
。
資
料
中
の
、
出
典
提
示
や
文

脈
理
解
の
た
め
の
か
っ
こ
補
い
や
傍
線
は
市
来
に
よ
る
。

A
・
　
文
王
が
美
里
で
作
る

目
は
く
ら
く
深
く
、
ま
ぶ
た
固
ま
り
何
も
み
え
な
い
。

耳
は
し
ん
と
静
ま
り
、
聴
こ
う
に
も
何
も
聞
こ
え
な
い
。

朝
は
日
の
出
る
の
も
見
え
ず
、
夜
は
月
も
星
も
見
え
ず
。

心
が
働
い
て
い
る
の
か
い
な
い
の
か
、

死
ん
で
い
る
の
か
生
き
て
い
る
の
か
。

あ
あ
、
臣
わ
た
く
し
の
罪
は
謀
殺
に
あ
た
い
す
る
が
、

天
王
は
聖
明
な
お
方
(
で
処
刑
を
許
し
て
下
さ
っ
た
の
)
だ
。
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(
　
文
王
麦
里
作

目
督
督
分
、
其
凝
其
盲
。
/
耳
粛
粛
分
、
聴
不
問
声
。
/
朝
不
日
出
分
、
夜
不

見
月
与
星
。
/
有
知
無
知
今
、
為
死
為
生
。
/
鳴
呼
、
臣
罪
当
誅
分
、
天
王
聖

明
。
-
句
読
点
市
来
。
以
下
同
。
-
)

Ⅱ
、
北
宋
の
思
想
家
で
後
の
朱
子
学
の
先
駆
と
し
て
有
名
な
程
醸
(
死
後
、
伊

川
先
生
と
称
さ
れ
る
)
　
に
よ
る
、
韓
愈
詩
へ
の
評
語
(
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一

八
-
二
〇
一
条
)
。
現
代
日
本
語
訳
で
示
す
と
次
の
通
り
。

B
・
韓
退
之
が
天
里
操
を
作
っ
て
、
「
臣
が
罪
は
誅
す
る
に
当
る
。
天
王
は
聖

明
な
り
」
　
と
い
っ
た
の
は
、
文
王
の
心
を
い
い
つ
く
し
て
い
る
。
こ
れ
が

(
『
論
語
』
泰
伯
岩
で
孔
子
が
評
価
す
る
)
文
王
の
　
「
至
徳
」
　
の
と
こ
ろ
だ
。

程
氏
遺
書
。
(
緯
退
之
作
天
皇
操
云
、
臣
罪
当
誅
今
、
天
王
聖
明
。
遺
得
文
王
心

出
来
。
比
文
王
至
徳
処
也
。
遺
書
。
)

Ⅲ
、
韓
愈
詩
と
程
膜
の
評
語
を
踏
ま
え
つ
つ
君
臣
関
係
に
つ
い
て
論
ず
る
南
宋

の
朱
薫
の
談
話
(
『
朱
子
語
類
』
巻
〓
ニ
ー
七
二
条
)
。
ノ
現
代
日
本
語
訳
で
示
す

と
次
の
通
り
。

C
・
問
う
、
「
君
臣
と
父
子
は
、
と
も
に
先
天
の
人
倫
関
係
な
の
に
、
君
を
愛

す
る
心
が
、
結
局
は
父
を
愛
す
る
心
に
及
ば
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
」
(
朱
先

生
が
)
　
い
う
、
「
(
臣
下
が
)
離
反
す
る
と
い
う
の
も
庶
人
の
こ
と
に
す
ぎ

な
い
。
賢
人
君
子
と
な
る
と
そ
う
で
は
な
い
。
韓
退
之
は
『
臣
が
罪
は
誅

す
る
に
当
る
、
天
王
は
聖
明
な
り
』
.
と
い
っ
た
が
、
こ
の
言
葉
は
、
ど
う

し
て
『
こ
れ
は
好
い
言
葉
だ
』
と
程
先
生
が
い
わ
れ
た
の
か
。
文
王
は
紺

の
無
道
を
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
。
な
の
に
こ
う
言
う
の
で
あ
れ
ば
、

人
々
を
欺
き
た
ぶ
ら
か
す
も
の
で
は
な
い
か
。
き
っ
と
わ
け
が
あ
る
。
珂

な
ら
ず
や
視
点
を
窄
l
司
、
ま
さ
に
文
王
の
心
が
説
明
で
き
よ
う
。

考
え
て
み
る
に
、
臣
子
に
は
君
叫
叫
剋
叫
周
到
融
明
¶
扇
う
と
い
う
道
理

融
瑚
吋
。
□
叫
(
拘
幽
操
の
)
司
剰
嘲
、
潮
田
叫
刻
田
河
引
叫
到
司
嘲
り

可
同
っ
剥
。
荘
子
(
人
間
世
篇
)
に
、
『
天
下
で
大
い
に
戒
め
る
こ
と
は
二
つ
。

命
で
あ
り
、
義
で
あ
る
。
子
は
父
と
の
関
係
で
は
な
に
ご
と
も
命
と
し
て

受
け
止
め
、
臣
は
君
と
の
関
係
で
は
な
に
ご
と
も
義
と
し
て
受
け
止
め
、

天
地
の
間
に
逃
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
』
と
い
い
、
以
前
あ
る
文
章
に

題
成
し
て
、
′
こ
の
言
葉
を
引
い
て
、
『
荘
子
の
こ
の
説
は
、
か
え
っ
・
て
楊

朱
の
君
を
無
み
す
る
の
説
だ
』
と
考
え
た
こ
と
が
あ
る
(
『
朱
文
公
文
集
』

巻
八
二
、
枚
宋
君
忠
嘉
集
=
一
一
八
五
年
作
)
。
荘
子
の
こ
の
主
張
の
よ
う
で

あ
れ
ば
、
つ
ま
り
は
ど
う
し
よ
う
も
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ま
さ
に
こ

の
よ
う
に
義
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
れ
は
義
が
自
然
に

あ
る
道
理
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
な
い
の
だ
。
　
(
林
賜
録
。
)
朱

子
語
類
。
」
(
問
、
君
臣
父
子
、
同
是
天
倫
。
愛
君
之
心
、
終
不
如
愛
父
何
也
。
日
、

離
畔
也
只
是
庶
民
。
賢
人
君
子
便
不
知
比
。
韓
退
之
云
、
臣
罪
当
誅
今
、
天
王
聖

明
。
比
語
何
故
程
子
道
是
好
。
文
王
堂
不
知
紆
之
無
道
。
却
如
比
説
、
是
非
欺
証

衆
人
。
直
是
有
説
。
須
足
利
痢
刻
、
方
説
得
文
王
心
出
。
看
来
、
臣
子
無
説
君
父

不
是
底
道
理
。
比
便
見
得
是
君
臣
之
義
処
。
荘
子
云
、
天
下
之
大
戒
二
。
命
也
、

義
也
。
子
之
於
父
、
無
適
而
非
命
也
。
臣
之
於
君
、
無
適
而
非
義
也
。
無
所
逃
於

天
地
之
間
。
旧
嘗
題
駿
一
文
字
、
曾
引
比
語
以
為
荘
子
比
説
乃
梯
氏
無
君
之
説
。

似
他
這
意
思
、
便
是
没
奈
何
丁
、
方
倍
有
義
。
却
不
知
比
是
自
然
有
底
道
理
。
語
類
。
)
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Ⅳ
、
山
崎
闇
斎
の
後
攻
コ
メ
ン
ト
。
現
代
日
本
語
訳
で
示
す
と
次
の
通
り
。

D
・
礼
笥
礼
記
』
郊
特
牲
)
に
い
う
、
「
天
は
地
に
先
ん
じ
、
君
は
臣
に
先
ん
ず
。

其
の
義
は
一
な
り
」
と
。
(
『
易
岳
坤
卦
の
六
二
交
(
の
文
言
伝
)
に
、
「
敬

以
て
内
を
直
く
す
」
と
。
(
章
句
本
)
『
大
学
』
　
の
至
善
(
を
説
く
伝
三
章
)

に
、
「
臣
は
敬
に
止
ま
る
」
と
。
誠
に
深
旨
が
あ
る
こ
と
よ
。
(
尚
書
』
の
)

そ

　

　

　

　

ひ

と

泰
誓
に
い
う
、
「
予
れ
天
に
順
わ
ざ
れ
ば
、
鹿
の
罪
惟
れ
鈎
し
」
と
。
こ

れ
は
泰
伯
と
文
王
が
深
く
つ
つ
し
ん
だ
こ
と
、
伯
夷
叔
斉
が
敢
て
諌
め
た

こ
と
で
あ
っ
て
、
孔
子
が
　
「
(
武
王
は
)
未
だ
善
を
尽
く
さ
ず
」
(
『
論
語
』

八
伶
篇
)
と
い
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
わ
た
し
は
か
つ
て
　
「
拘
幽
操
」
　
を

読
み
、
程
先
生
の
説
に
よ
っ
て
、
こ
の
す
ぐ
れ
た
文
章
は
漫
然
と
み
て
は

な
ら
な
い
こ
と
を
理
解
し
た
。
そ
の
後
、
朱
先
生
が
、
程
説
は
(
韓
愈
の

文
王
像
の
)
過
大
評
価
だ
と
す
る
の
を
読
み
、
信
疑
相
い
半
ば
と
な
っ
た
。

再
度
考
え
る
と
、
剣
剣
劃
咄
曳
咄
観
点
萄
変
え
て
説
い
て
、
刻
司
叫
心
剥

習
。
か
く
し
て
天
下
に
お
け
る
「
君
臣
」
関
係
と
い
う
も
の
が

定
ま
っ
た
の
だ
。
か
く
て
程
朱
の
説
を
「
拘
幽
換
」
　
の
後
に
付
録
す
る
。

山
崎
嘉
験
す
。
(
礼
日
、
天
先
平
地
、
君
先
乎
臣
。
其
義
一
也
。
坤
之
六
二
、

敬
以
直
内
。
大
学
之
至
善
、
臣
止
於
敬
。
誠
有
旨
哉
。
泰
誓
云
、
予
弗
順
天
、
靡

罪
惟
鈎
。
是
暴
伯
文
王
之
所
深
詩
、
伯
夷
叔
斉
之
所
敢
譲
、
而
孔
子
所
以
謂
未
尽

善
也
。
吾
嘗
読
拘
幽
操
、
因
程
子
之
説
、
而
知
比
好
文
字
不
可
浸
観
。
既
而
見
朱

子
以
程
説
為
過
、
信
疑
相
半
。
再
考
之
、
朱
子
更
転
語
、
説
得
文
王
心
出
。
夫
然

後
天
下
之
為
君
臣
者
定
夫
。
遂
附
程
朱
之
説
干
操
後
云
。
　
山
崎
嘉
政
。
)
」

I
の
韓
愈
詩
は
、
後
漠
の
寮
監
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
「
琴
操
」
と
い
う
文
中

の
、
幽
囚
中
の
文
王
が
　
「
拘
幽
操
」
と
い
う
詩
を
作
っ
た
と
す
る
と
い
う
挿
話

を
踏
ま
え
る
。
伝
・
寮
監
の
そ
の
文
は
、
「
文
王
は
偉
大
だ
」
と
い
う
通
念
に

拠
り
つ
つ
、
紺
王
の
文
王
幽
囚
を
不
当
と
す
る
立
場
に
立
つ
。
こ
れ
に
対
し
、

韓
愈
詩
は
、
紺
王
を
称
え
る
と
い
う
、
文
王
に
よ
る
紆
王
評
価
の
語
を
逆
転
さ

せ
る
操
作
に
よ
り
、
通
念
の
文
王
像
に
「
偉
大
さ
」
　
の
内
実
を
充
填
す
る
効
果

を
ね
ら
っ
た
と
み
ら
れ
る
【
⑥
〕
。
た
だ
し
韓
愈
の
意
図
は
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上

は
問
わ
な
い
。
と
も
あ
れ
中
庸
期
の
こ
の
韓
愈
以
後
-
実
質
は
つ
ま
り
北
宋
以

降
と
い
う
こ
と
に
な
る
-
は
、
王
朝
体
制
下
の
官
僚
の
眼
か
ら
み
て
、
こ
の
韓

愈
詩
に
描
か
れ
た
、
罪
を
認
め
紆
王
に
あ
く
ま
で
臣
事
す
る
と
い
う
文
王
の
心

情
に
真
実
と
認
め
ら
れ
る
点
が
あ
る
と
も
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
と

と
も
に
、
『
史
記
』
の
記
述
の
限
り
で
は
、
文
王
の
幽
閉
は
紆
王
側
近
の
崇
侯

の
「
讃
(
そ
し
る
)
」
に
よ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
文
王
が
無
実
な
の
は
『
史
記
』

を
信
ず
る
読
者
に
は
明
白
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
韓
愈
詩
の
文
王
像
と
『
史
記
』

の
記
述
と
の
整
合
を
ど
う
は
か
っ
た
ら
よ
い
か
と
い
う
論
議
が
な
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
も
し
韓
愈
詩
の
文
王
の
心
情
を
肯
定
す
る
と
す
れ
ば
、
般
朝
を
倒
し

た
武
王
の
革
命
は
父
文
王
の
遺
志
に
そ
む
く
不
孝
不
忠
で
あ
り
、
王
朝
に
出
仕

す
る
「
臣
」
は
「
君
=
皇
帝
」
　
の
統
括
下
に
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
は
、
股
周

革
命
は
悪
事
と
し
て
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
と
す
る
と

夏
股
周
三
朝
の
王
朝
創
成
を
評
価
の
基
軸
と
し
つ
つ
王
朝
政
治
体
制
を
支
え
る

精
神
文
化
と
し
て
機
能
す
る
儒
教
の
基
本
理
念
に
重
大
矛
盾
が
生
じ
か
ね
ず
、

こ
れ
を
ど
う
扱
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
王
朝
に
出
仕
す
る
「
臣
」
　
の
進
退
と
し
て

は
文
王
が
陥
っ
た
よ
う
な
場
面
で
は
ど
う
対
応
す
べ
き
な
の
か
、
と
い
う
こ
と

が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
Ⅱ
の
程
醸
、
Ⅲ
の
失
業
の
論
も
、
こ
の
問
題
の
延
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長
で
表
出
さ
れ
た
言
葉
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
闇
斎
は
、
こ
れ
ら
I
Ⅱ
Ⅲ
の
重
な
り
を
踏
ま
え
て
、
自
ら
の
Ⅳ
後
攻

【
D
】
に
お
い
て
、
君
臣
の
上
下
と
い
う
関
係
は
不
易
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
下

で
臣
下
が
と
る
べ
き
　
「
敬
」
と
い
う
心
の
姿
勢
を
説
く
経
書
(
及
び
そ
れ
に
準

ず
る
書
)
　
の
言
葉
に
依
拠
し
、
ま
た
武
王
が
選
び
と
っ
た
　
「
革
命
」
　
は
最
善
で

は
な
い
と
し
つ
つ
、
[
C
]
の
、
「
鳴
呼
臣
罪
当
誅
今
、
天
王
聖
明
」
を
解
釈
し

た
　
「
臣
子
に
は
君
父
の
悪
い
点
を
あ
げ
つ
ら
う
と
い
う
道
理
は
な
い
。
拘
幽
操

は
君
臣
の
義
と
い
う
処
を
看
破
し
て
い
る
」
と
い
う
部
分
を
、
君
主
が
ど
ん
な

者
で
あ
ろ
う
と
臣
下
が
と
っ
て
変
わ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
せ
を
説
く
も

の
と
し
て
了
解
し
、
「
朱
子
学
」
思
考
の
中
に
君
臣
の
名
分
を
絶
対
と
す
る
思

想
が
あ
る
こ
と
を
導
き
出
そ
う
と
す
る
。
こ
れ
が
、
後
に
い
わ
ゆ
る
大
義
名
分

論
に
展
開
す
る
山
崎
闇
斎
編
『
拘
幽
操
』
′
で
提
起
さ
れ
る
主
張
で
あ
る
〔
⑦
〕
。

な
お
、
闇
斎
の
こ
の
後
政
に
「
朱
先
生
が
、
程
説
は
過
大
評
価
だ
と
す
る
の
を

読
み
」
と
あ
り
、
こ
の
文
は
[
C
]
以
外
の
来
貢
の
別
発
言
も
踏
ま
え
る
の
が
わ

か
る
。
そ
の
発
言
に
つ
い
て
は
[
G
]
と
し
て
後
述
す
る
。

三
　
r
拘
幽
操
』
に
お
け
る
山
崎
闇
斎
の
朱
真
説
理
解

山
崎
闇
斎
編
『
拘
幽
操
』
と
は
こ
う
し
た
も
の
だ
が
、
以
下
、
こ
の
『
拘
幽

換
』
に
お
け
る
闇
斎
の
朱
某
説
理
解
に
つ
い
て
、
闇
斎
が
標
接
す
る
朱
子
学
理

解
の
基
本
姿
勢
で
あ
る
、
朱
某
の
『
文
集
』
『
語
類
』
と
い
う
朱
某
一
次
資
料

に
戻
っ
て
朱
子
学
説
を
考
え
る
と
い
う
視
点
か
ら
吟
味
し
た
い
。

朱
薫
説
に
戻
る
と
い
う
視
点
を
通
用
す
る
と
な
る
と
、
も
と
よ
り
[
C
]
条
の

理
解
が
こ
こ
で
の
中
心
課
題
と
な
る
。
こ
と
も
あ
ろ
う
に
紺
王
を
称
え
る
と
い

う
韓
愈
詩
が
描
く
文
王
の
心
情
は
、
朱
薫
に
し
て
も
そ
の
ま
ま
で
は
ま
と
も
に

は
理
解
し
に
く
い
。
[
C
]
条
前
半
で
は
こ
の
こ
と
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
「
転
語
」
に
よ
っ
て
打
開
を
は
か
る
の
だ
が
、
も
と
の
質
問
と
の
関
係
、
及

び
や
や
わ
か
り
に
く
い
末
尾
の
荘
子
説
批
判
ま
で
を
射
程
に
含
め
て
み
て
み
る

と
、
そ
の
　
「
転
語
」
　
し
た
言
葉
は
、
君
臣
の
上
下
関
係
の
先
験
性
を
説
く
こ
と

に
主
眼
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
上
下
の
君
臣
秩
序
が
あ
る
こ
と
の
先

在
性
は
前
提
と
し
た
う
え
で
、
君
臣
関
係
は
そ
の
当
事
者
が
そ
の
関
係
を
維
持

す
る
よ
う
に
努
力
し
な
け
れ
ば
保
て
な
い
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
に
眼

目
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
朱
子
語
類
』
　
の
他
の
い
く
つ
か
の
発
言
を
併

せ
考
え
る
と
、
「
君
臣
の
義
」
　
の
　
「
義
」
　
の
中
に
そ
う
し
た
人
為
的
努
力
の
要

請
が
本
来
的
に
含
ま
れ
る
と
朱
蕪
は
み
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
の

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
思
考
は
、
例
え
ば
同
じ
く
君
に
対
す
る
心
の
あ
り
よ
う

を
問
う
次
の
問
答
の
中
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
[
C
]
条
は
そ
う
し
た
思
考
と

呼
応
す
る
発
言
と
み
ら
れ
る
。

E
・
(
劉
)
用
之
が
問
う
、
「
忠
と
は
実
の
あ
る
心
の
こ
と
に
は
か
な
ら
ず
、
日

常
生
活
す
べ
て
の
中
で
発
揮
す
べ
き
も
の
な
の
に
、
ど
う
し
て
た
だ
君
に

仕
え
る
こ
と
に
つ
い
て
だ
け
『
忠
』
と
説
く
の
か
。
」

(
朱
先
生
が
)
　
い
う
、
「
父
子
、
兄
弟
、
夫
婦
は
、
み
な
天
理
自
然
の
つ
な

網
引
で
あ
っ
て
、
人
は
誰
し
も
愛
し
み
敬
う
(
『
孝
経
』
)
こ
と
は
わ
か
っ

て
い
る
。
君
臣
は
こ
れ
も
天
理
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
ヨ
訓
司
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あ
る
。
世
の
中
の
人
は
と
か
く
な
お
ざ
り
に
し
が
ち
に
な
る
の
で
、
そ
こ

で
忠
を
説
く
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
不
足
の
と
こ
ろ
を
説
い
た

の
だ
。
荘
子
に
『
命
や
、
義
や
、
天
下
の
大
成
な
り
』
と
い
う
の
な
ど
は
、
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こ
れ
を
み
る
と
、
君
臣
に
は
巳
む
を
得
な
い
と
い
う
意
味
が
あ
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
。
」
　
菓
賀
孫
録
。
(
用
之
間
、
忠
只
是
実
心
、
人
倫
日
用
皆
当

用
之
、
何
独
只
於
事
君
上
説
忠
字
。
日
、
父
子
兄
弟
夫
婦
、
皆
是
天
理
自
然
、
人

皆
莫
不
日
知
愛
敬
。
君
臣
錐
亦
是
天
理
、
然
是
義
合
。
世
之
人
便
自
易
得
筍
且
、

故
須
於
比
説
忠
、
却
是
就
不
足
処
説
。
如
荘
子
説
、
命
也
義
也
、
天
下
之
大
成
。

看
這
説
、
君
臣
自
是
有
不
得
巳
意
思
。
賀
孫
。
)(

『
朱
子
語
類
』
巻
一
三
-
七
一
条
)

前
半
で
父
子
、
兄
弟
、
夫
婦
は
同
じ
く
「
天
理
」
で
あ
り
、
君
臣
も
そ
う
だ
と

い
う
。
そ
の
と
き
の
「
天
理
」
　
の
内
容
と
は
、
人
は
五
倫
と
呼
ば
れ
る
関
係
的

あ
り
方
以
外
の
あ
り
方
で
は
存
し
得
ず
、
ま
た
そ
れ
は
、
個
々
の
人
か
ら
は
左

右
で
き
な
い
そ
れ
ぞ
れ
な
り
の
秩
序
を
持
っ
た
関
係
と
な
っ
て
い
る
と
い
っ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
問
い
に
対
す
る
答
え
は
そ
の
次
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

そ
の
よ
う
な
関
係
の
中
で
、
特
に
「
君
臣
」
は
、
「
義
」
と
さ
れ
る
関
係
、
つ

ま
り
本
人
か
ら
は
左
右
で
き
な
い
血
縁
と
い
う
先
天
の
関
係
と
対
比
さ
れ
る
後

天
の
人
為
的
関
係
な
の
に
、
そ
れ
が
「
天
理
」
と
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
に
安

住
し
が
ち
で
、
し
か
し
後
天
の
も
の
ゆ
え
に
放
っ
て
お
く
と
保
て
な
い
た
め
に
、

真
心
を
尽
く
す
「
忠
」
と
い
う
意
識
的
な
努
力
が
必
要
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
義
」
は
、
人
の
努
力
に
よ
っ
て
こ
そ
維
持
、
実
現
さ
れ
る
も
の
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
朱
薫
は
こ
こ
で
君
臣
の
い
わ
ゆ
る
「
義
合
」
と
い
う
こ
と
の
内
実
を
、

宋
代
の
感
覚
で
読
み
込
み
解
釈
す
る
。
た
だ
し
、
放
っ
て
お
く
と
関
係
が
傾
き

が
ち
と
説
く
だ
け
で
は
、
君
臣
の
関
係
が
危
機
的
事
態
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば

そ
の
と
き
は
努
力
も
不
要
の
よ
う
に
も
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
冒
頭

の
「
天
理
」
論
の
文
脈
に
戻
り
、
関
係
そ
れ
自
体
の
先
在
性
を
固
定
的
に
い
う

と
朱
某
に
は
み
え
る
『
荘
子
』
の
説
を
持
ち
出
し
、
こ
れ
を
批
判
す
る
語
が
補

足
的
に
末
尾
で
表
出
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

そ
の
荘
子
説
批
判
の
語
は
[
C
】
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
こ
の

[
E
]
条
の
「
君
臣
に
は
巳
む
を
得
な
い
と
い
う
意
味
が
あ
る
こ
と
に
な
」
る
と

か
、
[
C
】
条
で
そ
の
荘
子
批
判
を
持
ち
出
す
文
脈
と
か
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
い

さ
さ
か
わ
か
り
に
く
い
。

そ
こ
で
[
C
]
[
E
]
条
に
関
連
す
る
類
似
の
発
言
の
有
無
を
み
て
み
る
と
、
次

の
よ
う
な
語
に
容
易
に
行
き
あ
た
る
。

F
・
列
子
、
荘
子
は
も
と
は
楊
朱
の
学
で
あ
り
、
だ
か
ら
そ
の
書
物
は
多
く
楊

朱
の
語
を
引
く
。
荘
子
は
い
う
、
「
子
は
父
と
の
関
係
で
は
(
な
に
ご
と
も
)

命
で
あ
り
、
心
に
お
こ
た
っ
て
は
な
ら
な
い
」
、
君
と
の
関
係
で
臣
は
と

な
る
と
、
「
(
な
に
ご
と
も
)
義
で
あ
り
、
天
地
の
間
に
逃
れ
る
所
は
な
い
」

と
。
(
こ
れ
で
は
)
か
の
君
臣
の
義
を
荘
子
が
考
え
る
場
合
、
司
司
、
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ど
う
し
よ
う
も
な
く
な
っ
て
、

が
憩
ず
君
に
臣
と
し
て
服
属
刊
4
割
引

叫
u
q
可
刹
よ
う
だ
。
ヨ
刑
呵
洲
盟
川
川
u
刊
」
君
臣
を
)
一
体
の
も
の

日
刊
利
と
い
う
と
こ
ろ
が
ま
っ
た
く
な
い
。
お
か
し
な
こ
と
だ
。
だ
か
ら

孟
子
は
(
楊
朱
に
つ
い
て
)
君
を
黒
み
す
る
も
の
と
し
た
が
、
こ
う
し
た

類
が
そ
れ
だ
。
　
余
大
雅
録
。
(
列
荘
本
坊
朱
之
学
、
故
其
喜
多
引
其
語
。
荘

子
説
、
子
之
於
親
也
、
命
也
、
不
可
解
於
心
。
至
臣
之
於
君
、
則
日
、
義
也
、
無

所
逃
於
天
地
之
間
。
是
他
者
得
那
君
臣
之
義
、
却
似
是
逃
不
得
、
不
姦
何
、
須
署

臣
服
他
。
更
無
一
箇
自
然
相
宵
為
一
体
処
。
可
怪
。
故
孟
子
以
為
欒
君
、
比
類
是

也
。
大
雅
。
)
　
　
　
　
　
　
　
　
(
『
朱
子
語
類
』
巻
一
二
五
-
二
四
粂
)
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前
半
で
は
、
つ
ま
り
は
「
逃
れ
ら
れ
ず
、
ど
う
し
よ
う
も
な
く
な
」
る
危
機
に

陥
っ
て
か
ら
よ
う
や
く
臣
と
し
て
働
く
と
い
う
も
の
で
は
な
い
、
と
批
判
す
る
。

そ
の
よ
う
に
言
う
所
に
は
、
君
臣
と
い
う
関
係
が
秩
序
あ
る
も
の
と
し
て
名
分

上
は
い
つ
も
あ
る
こ
と
を
も
と
よ
り
前
提
と
す
る
。
し
か
し
発
言
の
力
点
は
そ

の
前
提
を
主
張
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
関
係
を
現
実
の
も
の
と

し
て
維
持
す
る
君
臣
相
互
の
不
断
の
努
力
の
必
要
性
が
本
来
的
に
そ
の
関
係
の

中
に
含
ま
れ
る
と
い
う
、
そ
の
後
の
文
脈
を
強
調
す
る
こ
と
に
あ
る
。

君
臣
関
係
に
は
維
持
の
努
力
が
本
来
的
に
必
要
と
い
う
こ
と
を
荘
子
へ
の
批

判
を
通
し
て
言
う
と
い
う
こ
の
点
は
、
先
の
[
E
]
条
の
言
い
方
と
ま
さ
に
対
応

す
る
。
そ
こ
で
こ
の
理
解
を
踏
ま
え
て
【
三
条
に
戻
り
、
末
尾
の
「
巳
む
を
得

な
い
と
い
う
意
味
が
あ
る
こ
と
に
な
」
る
と
い
う
批
判
的
口
吻
の
真
意
を
考
え

る
と
、
荘
子
説
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
危
機
に
な
っ
て
「
巳
む
を
得
な
」
く

無
理
な
人
為
を
行
い
、
危
機
に
な
ら
な
け
れ
ば
君
臣
関
係
実
現
の
努
力
は
不
要

に
な
る
よ
う
に
も
と
れ
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
り
、

・
a
、
君
臣
と
い
う
関
係
が
社
会
秩
序
を
構
成
す
る
根
本
の
柱
と
し
て
、
「
天

理
」
と
し
て
も
と
も
と
あ
る
こ
と
が
前
提
で
は
あ
る
が
、

・
b
、
し
か
し
そ
れ
は
後
天
の
関
係
な
の
で
、
父
子
な
ど
の
血
縁
関
係
に
比
べ

て
そ
こ
に
関
係
維
持
の
自
覚
、
努
力
が
必
要
と
い
う
こ
と
が
含
ま
れ
て
お

り
、
そ
れ
が
「
義
」
と
い
う
こ
と
な
の
だ
、

と
い
う
こ
と
を
説
く
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
〔
⑧
〕
。

以
上
の
両
条
に
お
け
る
荘
子
説
批
判
の
語
か
ら
、
「
君
臣
」
関
係
と
い
う
も

の
を
持
ち
出
さ
れ
た
と
き
に
、
朱
薫
が
右
の
a
b
二
点
を
意
識
す
る
こ
と
が
読

み
と
れ
る
。
そ
の
う
ち
a
は
い
わ
ば
当
然
に
踏
ま
え
ら
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
り
、

こ
と
さ
ら
に
問
わ
れ
た
場
合
は
b
が
強
調
さ
れ
、
し
か
L
b
の
強
調
だ
け
だ
と

基
礎
に
あ
る
a
が
忘
れ
ら
れ
か
ね
な
い
の
で
、
【
里
の
よ
う
に
a
b
を
セ
ッ
ト

で
こ
の
間
題
を
説
く
文
脈
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
[
里
[
F
]
両
条
に
、
力
点
の
ち
が
い
は
あ
れ
、
こ
の
a
b
が
層
を
な
し

て
み
え
る
こ
と
を
理
解
し
た
上
で
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
[
C
】
条
の
「
転
語
」

し
た
発
言
に
戻
る
と
、
そ
の
[
C
]
条
の
末
尾
で
[
E
]
[
F
]
両
条
と
同
じ
荘
子
の

語
に
対
し
て
批
判
し
、
「
義
が
自
然
に
あ
る
道
理
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
な
い
」
と
論
ず
る
結
び
の
箇
所
は
、
荘
子
説
だ
と
危
機
に
陥
っ
て
か
ら
無
理

に
努
力
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
不
断
の
努
力
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
る
が
、

君
臣
の
義
の
関
係
は
こ
の
努
力
を
も
と
も
と
含
ん
で
存
す
る
の
だ
と
い
う
、
右

の
a
b
の
二
点
を
含
む
関
係
で
あ
る
こ
と
を
、
a
は
い
わ
ば
当
然
で
あ
る
か
ら

特
に
b
の
問
題
を
喚
起
し
つ
つ
言
う
も
の
と
み
な
せ
る
。
そ
し
て
文
脈
が
こ
の

よ
う
に
荘
子
説
批
判
で
結
ば
れ
る
の
は
、
[
ヱ
[
F
]
両
条
と
同
様
に
、
そ
の
前

で
b
に
触
れ
る
問
題
が
表
出
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
二
層
の
も
の
と
し
て
あ
る

a
b
に
つ
い
て
、
そ
の
ど
ち
ら
も
欠
落
さ
せ
ず
に
重
ね
て
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い

と
す
る
意
識
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
の
よ
う
に
み
る
と
、
「
臣
子
に
は
君
父
の
悪
い
点
を
あ
げ
つ
ら
う
と
い
う

道
理
は
な
い
。
こ
の
　
(
拘
幽
操
の
)
言
葉
は
、
君
臣
の
義
と
い
う
処
を
看
破
し

て
い
る
」
と
い
う
、
「
転
語
」
と
し
て
言
わ
れ
た
発
言
は
、
そ
の
言
葉
だ
け
を

み
る
と
、
一
見
、
君
臣
の
名
分
を
固
定
的
に
言
う
も
の
の
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、

そ
の
後
で
右
の
荘
子
説
批
判
を
持
ち
出
す
流
れ
か
ら
し
て
、
そ
の
実
、
a
を
言

ぅ
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
b
に
関
連
す
る
こ
と
を
言
う

も
の
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
そ
れ
は
、
君
臣
関
係
保
持
の
た
め
に
求
め
ら
れ

る
「
義
」
と
し
て
の
人
為
的
努
力
を
意
識
し
、
そ
れ
が
、
君
へ
の
「
諌
言
」
と

い
っ
た
ま
ず
は
考
え
ら
れ
そ
う
な
形
で
で
は
な
く
、
可
能
性
が
多
々
あ
る
中
で
、
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臣
と
い
う
立
場
の
心
情
の
特
殊
な
純
化
と
し
て
そ
の
努
力
を
形
象
し
た
も
の
と

し
て
韓
愈
詩
を
捉
え
、
そ
う
し
た
捉
え
方
か
ら
み
た
詩
の
解
説
の
語
と
い
う
も

の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

[
C
]
粂
後
半
の
文
脈
の
各
要
素
を
以
上
の
よ
う
に
検
討
し
た
上
で
、
こ
の
条

の
質
問
と
の
関
係
を
あ
ら
た
め
て
振
り
返
る
と
、
は
じ
め
の
質
問
に
対
し
、

「
義
」
が
本
来
的
に
こ
の
努
力
を
含
む
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
に
や
は
り
朱
蕪

の
こ
こ
で
の
ね
ら
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
努
力
が
必
要
な
こ
と
を
効
果

的
に
質
問
者
に
伝
え
る
た
め
に
、
極
端
に
も
聞
こ
え
る
拘
幽
換
詩
を
選
び
、
ま

ず
は
質
問
者
に
合
わ
せ
て
常
識
の
立
場
で
は
そ
の
詩
が
理
解
困
難
な
こ
と
を
確

認
し
、
そ
の
上
で
心
情
の
特
殊
な
純
化
と
い
う
「
義
」
　
の
努
力
の
一
つ
と
し
て

そ
の
困
難
な
箇
所
を
解
釈
す
る
こ
と
で
ね
ら
い
を
際
だ
た
せ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に

「
臣
子
に
は
君
父
の
悪
い
点
を
あ
げ
つ
ら
う
と
い
う
道
理
は
な
い
」
と
い
う
発

言
は
、
あ
く
ま
で
詩
の
理
解
の
困
難
箇
所
の
解
釈
と
し
て
、
質
問
に
対
し
て
は

じ
め
か
ら
で
は
な
く
、
「
転
語
」
す
る
と
い
う
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
置
い
た
後
に
こ

そ
表
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

【
C
】
条
の
　
「
転
語
」
　
の
文
脈
を
こ
の
よ
う
に
み
る
と
す
る
と
、
そ
れ
は
、
a

の
君
臣
関
係
の
秩
序
が
あ
る
こ
と
そ
れ
自
体
を
直
接
に
教
条
と
化
そ
う
と
す
る

と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
と
す
る
と
、
『
拘
幽
操
』
後
攻
[
D
]

に
お
け
る
山
崎
闇
斎
の
そ
の
受
け
と
働
方
は
、
[
C
]
条
の
文
脈
に
あ
る
、
君
臣

関
係
が
君
(
肘
王
)
に
よ
っ
て
く
ず
さ
れ
て
い
く
異
常
事
態
に
お
け
る
臣
(
文

王
)
の
側
か
ら
の
一
つ
の
努
力
と
い
う
b
の
思
考
か
ら
の
解
釈
と
い
う
側
面
を

み
な
い
で
、
a
に
偏
ら
せ
た
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、
[
E
】
条
は
『
語
類
』
中
で
は
【
C
]
条
の
前
に
あ
り
、
闇
斎
の
意
識
に
触

れ
な
い
は
ず
は
な
く
、
ま
た
『
文
会
筆
録
』
に
お
け
る
彼
の
朱
蕪
資
料
読
解
密

度
か
ら
す
れ
ば
、
[
F
]
条
を
導
き
出
す
こ
と
は
容
易
に
可
能
と
思
わ
れ
、
右
に

論
じ
た
筆
者
の
よ
う
な
解
釈
が
あ
り
得
る
こ
と
を
闇
斎
は
了
解
し
て
い
た
か
も

知
れ
な
い
。
し
か
し
故
意
か
否
か
は
と
も
あ
れ
、
結
果
的
に
は
b
の
思
考
は
表

に
は
出
さ
な
い
形
で
闇
斎
は
『
拘
幽
操
』
を
読
者
に
提
示
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
顧
み
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
闇
斎
の
後
攻
[
D
]
で
、
「
朱
先
生
が
、

程
説
は
過
大
評
価
だ
と
す
る
の
を
読
」
ん
だ
と
し
て
論
及
し
っ
つ
、
し
か
し
『
拘

幽
操
』
冊
子
に
は
引
か
な
か
っ
た
、
『
朱
子
語
類
』
に
お
け
る
朱
薫
の
も
う
一

つ
の
発
言
で
あ
る
。

G
・
(
『
尚
書
』
の
)
　
「
(
釈
放
さ
れ
た
後
、
文
王
は
股
の
西
伯
に
任
命
さ
れ
、
そ
の
資
格

で
軍
事
行
動
を
起
こ
し
)
西
伯
　
訳
を
掛
つ
」
と
い
う
の
は
・
つ
ま
り
は
こ

の
事
柄
は
判
断
が
難
し
い
。
黎
を
放
つ
と
い
う
事
態
を
考
え
る
と
、
き
わ

め
て
肘
の
都
に
接
近
し
て
い
る
。
い
っ
た
い
諸
侯
で
あ
っ
て
あ
え
て
天
子

の
都
に
兵
を
出
す
こ
と
を
と
な
え
る
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
考
え
て

み
る
と
、
文
王
は
紺
を
討
伐
し
な
か
っ
た
だ
け
で
、
黎
を
故
つ
と
か
、
(
諌

言
し
た
)
崇
侯
を
(
西
伯
の
資
格
で
)
討
伐
す
る
と
か
の
、
そ
の
ほ
か
の
こ

と
は
す
べ
て
や
り
お
わ
っ
て
い
た
。
韓
退
之
の
　
「
拘
幽
操
」
　
は
、
『
臣
が

罪
は
誅
す
る
に
当
る
、
天
王
は
聖
明
な
り
』
と
い
い
、
程
伊
川
は
、
「
こ

れ
は
文
王
の
意
中
の
こ
と
を
言
い
き
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
が
、
」
叫
可

美
は
過
大
に
評
価
す
る
も
の
だ
。
当
時
の
事
態
の
趨
勢
に
依
拠
し
て
考
え

て
み
る
に
、
た
ぶ
ん
こ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
も
し
文
王
が
最
終
的
に
臣
伝

を
守
る
の
で
あ
れ
ば
、
な
ん
の
理
由
が
あ
っ
て
崇
を
討
伐
す
る
の
か
。
し

か
し
(
こ
う
は
み
ず
に
)
後
世
の
人
は
　
「
以
て
股
に
農
事
す
」
と
い
う
孔

子
の
一
句
(
『
論
語
』
泰
伯
篇
)
を
根
拠
に
し
て
、
こ
と
紹
か
に
文
王
を
持
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護
し
て
よ
く
み
せ
よ
う
と
説
い
て
い
る
が
、
孔
子
は
文
王
が
紺
を
討
伐
し

な
か
っ
た
こ
と
を
い
っ
た
だ
け
な
の
を
ま
っ
た
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
か

つ
て
雑
説
に
、
「
紺
は
(
股
の
三
公
の
)
九
侯
を
殺
し
た
。
(
同
じ
く
三
公
の
)

郡
侯
は
強
く
争
い
、
す
み
や
か
に
弁
護
し
た
の
で
、
あ
わ
せ
て
郡
侯
も
塩

漬
け
に
し
た
。
西
伯
は
こ
れ
を
開
い
て
ひ
そ
か
に
嘆
い
た
。
崇
侯
虎
は
彼

を
読
書
し
て
、
『
西
伯
は
叛
こ
う
と
し
て
い
る
』
と
い
っ
た
。
紺
は
怒
っ

て
西
伯
を
麦
里
に
幽
囚
に
し
た
。
西
伯
は
嘆
息
し
て
、
『
父
に
慈
な
扇
劃

到
訂
刺
軋
笥
l
可
も
l
、
子
は
召
1
可
は
l
利
別
な
l
可
。
司
刑
呵
利
明
叫

行
い
が
あ
っ
て
も
、
臣
下
は
不
建
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、

ど
う
し
て
主

葡
萄
矧
叫
に
叛
け
る
者
が
い
よ
う
か
』
と
い
ー
つ
l
刊
。
か
く
し
て
諸
侯
は

こ
の
こ
と
を
伝
え
聞
き
、
西
伯
は
よ
く
上
を
敬
い
下
の
面
倒
を
み
る
と
み

な
し
、
か
く
て
こ
も
ご
も
こ
れ
に
帰
服
し
た
」
と
あ
っ
た
。
考
え
て
み
る

と
、
こ
の
一
段
は
説
き
方
が
平
明
で
あ
る
。
　
沈
憫
録
。
(
西
伯
獣
黎
、
便

是
這
箇
事
難
判
断
。
観
敲
黎
、
大
故
過
近
紆
都
。
童
有
諸
侯
而
敢
称
兵
於
天
子
之

都
平
。
看
来
文
王
只
是
不
伐
紺
耳
、
其
他
事
亦
都
倣
了
、
如
伐
崇
獣
黎
之
類
。
韓

退
之
拘
幽
操
云
、
臣
罪
当
誅
今
、
天
王
聖
明
。
伊
川
以
為
比
説
出
文
王
意
中
事
、

嘗
疑
這
箇
説
得
来
太
過
。
拠
当
日
事
勢
観
之
、
恐
不
如
比
。
若
文
王
終
守
臣
節
、

何
故
伐
崇
。
只
是
後
人
因
孔
子
以
服
事
股
一
句
、
遂
委
曲
回
護
箇
文
王
、
説
教
好

看
、
殊
不
知
孔
子
只
是
説
文
王
不
伐
紆
耳
。
嘗
見
雑
説
云
、
相
殺
九
侯
。
郡
侯
争

之
強
、
弁
之
疾
、
併
薩
郡
侯
。
西
伯
聞
之
窃
歎
。
崇
侯
虎
讃
之
日
、
西
伯
欲
叛
。

肘
怒
、
囚
之
夫
里
。
西
伯
歎
日
、
父
有
不
慈
、
子
不
可
以
不
孝
。
君
有
不
明
、
臣

不
可
以
不
忠
。
堂
有
君
而
可
叛
者
乎
。
於
是
諸
侯
聞
之
、
以
西
伯
能
敬
上
而
組
下

也
、
遂
相
率
而
帰
之
。
看
来
只
這
段
説
得
平
。
　
偶
。
)

(
『
朱
子
語
類
』
巻
七
九
-
六
二
条
)

こ
の
条
は
、
雑
史
書
の
記
述
に
も
と
づ
い
て
　
「
拘
幽
操
」
詩
を
み
る
と
い
う
視

点
か
ら
、
[
C
]
条
と
は
逆
に
韓
愈
が
形
象
す
る
文
王
像
に
つ
い
て
き
わ
め
て
否

定
的
に
み
る
。
闇
斎
は
こ
の
[
G
]
条
と
『
拘
幽
操
』
冊
子
[
C
〕
条
と
を
矛
盾
す

る
も
の
と
み
て
、
[
G
]
条
は
あ
え
て
排
し
て
[
C
]
条
か
ら
「
拘
幽
換
」
詩
の
理

解
の
朱
某
定
説
を
導
こ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
理
解
は
、
上
述
の
よ
う
に
、

[
C
]
条
の
問
答
の
ね
ら
い
と
そ
の
特
に
　
「
転
語
」
　
の
文
脈
に
あ
る
含
み
あ
る
思

考
を
み
な
い
偏
り
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
で
は
[
C
]
条
に
対
す

る
以
上
の
考
察
か
ら
み
た
場
合
、
闇
斎
が
排
除
し
た
[
G
]
条
の
言
葉
は
、
[
C
]

条
と
は
や
は
り
本
質
的
に
ま
っ
た
く
矛
盾
す
る
も
の
な
の
か
。
こ
の
こ
と
が
闇

斎
の
[
C
]
条
理
解
を
評
価
す
る
上
で
問
わ
れ
よ
う
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
な
る
ほ
ど
韓
愈
詩
の
文
王
像
に
つ
い
て
の

見
解
は
、
言
説
上
で
は
両
条
で
対
立
す
る
。
し
か
し
、
ね
ら
い
も
趣
旨
も
異
な

る
両
条
の
思
考
に
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、

朱
薫
は
こ
の
[
G
]
条
の
前
半
で
は
文
王
に
野
心
や
復
讐
心
が
あ
る
こ
と
を
憶
測

し
、
韓
愈
「
拘
幽
操
」
詩
へ
の
程
臨
評
語
は
過
大
に
褒
め
る
も
の
だ
と
す
る
。

そ
の
論
調
は
ド
ラ
イ
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
後
半
で
「
雑
説
」
を
引
き
な
が
ら
、

所
与
の
状
勢
の
中
で
無
理
は
せ
ず
に
、
嘆
息
し
つ
つ
な
お
臣
従
す
る
と
い
う
文

王
の
努
力
の
姿
勢
を
肯
定
的
に
受
け
と
め
る
。
末
尾
の
　
「
説
き
方
が
平
明
」
と

い
う
評
語
は
、
革
命
に
至
る
伏
線
が
よ
く
わ
か
る
と
い
う
こ
と
に
主
意
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
文
王
が
な
お
臣
従
す
る
と
い
う
所
に
文
王
の
義
の
努
力
が
存

す
る
こ
と
へ
の
彼
の
肯
定
的
評
価
も
含
ま
れ
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
姿
勢
に
よ
る

君
臣
の
　
「
義
」
　
の
発
露
を
、
も
し
心
情
の
側
か
ら
凝
縮
し
純
化
し
て
押
し
っ
め

た
場
合
、
「
拘
幽
操
」
詩
に
共
感
す
る
心
の
動
き
が
表
出
さ
れ
て
も
論
理
的
に
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不
自
然
で
は
な
い
。
[
C
]
条
の
論
調
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
読
む

こ
と
が
で
き
る
。
は
た
し
て
、
[
G
】
条
で
持
ち
出
す
「
雑
説
」
末
尾
の
文
王
の

語
は
、
[
C
]
条
の
「
転
語
」
と
し
て
い
わ
れ
る
「
臣
子
に
は
君
父
の
惑
い
点
を

あ
げ
つ
ら
う
と
い
う
道
理
は
な
い
」
と
い
う
語
と
内
容
的
に
重
な
る
言
い
方
と

も
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
[
C
]
条
と
[
G
]
条
と
で
「
拘
幽
操
」
詩
そ
れ
自

体
の
評
価
は
な
る
ほ
ど
逆
に
な
っ
て
は
い
る
。
し
か
し
先
に
検
討
し
た
[
E
】

【
F
]
条
の
よ
う
な
思
考
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
君
臣
の
あ
り
方
に
つ
い
て
朱

某
が
考
え
る
、
a
そ
の
関
係
自
体
は
天
理
と
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
b
そ

こ
に
は
人
為
の
努
力
が
必
要
と
い
う
こ
と
も
含
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
と
の
二
点

の
う
ち
、
後
者
に
沿
っ
て
朱
某
発
言
の
文
脈
を
吟
味
す
る
と
、
[
C
]
[
G
】
両
条

を
結
ぶ
線
が
存
す
る
の
が
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
微
妙
な
線
で
は
あ

る
が
、
闇
斎
は
そ
の
線
は
み
な
い
で
こ
の
[
G
]
条
の
存
在
を
知
り
つ
つ
拒
否
す

る
〔
⑨
〕
。
そ
れ
は
、
君
臣
関
係
の
あ
り
方
に
つ
い
て
朱
某
説
に
a
を
み
た
い
が

た
め
に
、
文
脈
の
主
意
で
あ
る
b
の
側
面
を
あ
え
て
み
な
い
と
い
う
選
択
が
働

く
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、
以
上
の
吟
味
に
対
し
て
は
、
本
稿
の
解
釈
は
『
朱
子
語
類
』
の
各
条

が
朱
真
説
と
し
て
一
貫
し
た
思
考
の
も
と
に
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
つ
も
の
で

あ
り
、
そ
の
前
提
の
妥
当
性
の
説
明
が
必
要
と
い
う
批
判
も
出
て
こ
よ
う
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
検
討
し
た
各
条
が
同
じ
立
場
に
立
つ
と
い
う
前
提
は
半

ば
認
め
ら
れ
、
半
ば
吟
味
が
必
要
で
あ
る
と
い
え
る
。

『
朱
子
語
類
』
の
資
料
的
性
格
に
つ
い
て
詳
し
く
説
く
余
裕
は
こ
こ
に
は
な

い
が
、
簡
略
に
い
う
と
、
こ
の
『
朱
子
語
類
』
百
四
十
巻
は
、
朱
薫
と
そ
の
門

人
と
の
問
答
や
朱
薫
の
談
話
の
、
朱
薫
門
人
に
よ
る
記
録
で
あ
る
朱
薫
の
語
録

を
、
朱
斉
の
没
後
に
門
人
後
学
た
ち
が
集
成
し
て
、
問
題
別
に
分
類
し
て
編
集

し
た
も
の
で
あ
る
。
条
数
と
し
て
は
約
一
万
四
千
条
あ
る
。
分
類
編
集
さ
れ
た

そ
の
『
語
類
』
以
前
に
何
種
類
か
の
『
語
録
』
が
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
原
資

料
と
し
て
朱
某
初
伝
各
門
人
ご
と
の
記
録
ノ
ー
ト
が
あ
っ
た
。
そ
の
記
録
者
は

百
余
名
。
登
場
門
人
は
も
と
よ
り
さ
ら
に
多
い
。
そ
の
記
録
者
の
朱
薫
師
事
年

代
に
は
幅
が
あ
り
、
ま
た
朱
某
発
言
も
お
お
む
ね
門
人
で
あ
る
質
問
者
の
問
い

か
け
に
応
じ
た
も
の
で
あ
り
、
質
問
の
レ
ベ
ル
、
質
問
者
の
性
格
、
質
問
の
目

的
、
朱
薫
の
気
分
等
に
よ
り
、
同
じ
テ
ー
マ
の
質
問
で
も
異
な
る
応
答
と
な
っ

た
り
す
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
朱
薫
の
発
言
文
脈
の
吟
味
が
い
つ
も
求
め
ら
れ

る
。
し
か
し
一
方
、
朱
扁
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
朱
子
学
の
思
考
法
が
固
ま
る
の

は
そ
の
四
十
代
半
ば
で
あ
り
、
そ
の
著
作
に
よ
り
思
想
家
と
し
て
有
名
に
な
る

の
は
五
十
代
以
降
で
あ
り
、
師
事
者
が
集
ま
る
の
は
そ
れ
以
後
で
あ
る
。
こ
う

し
た
わ
け
で
『
語
類
』
の
も
と
に
な
っ
た
各
門
人
ご
と
の
記
録
ノ
ー
ト
各
条
の

お
お
む
ね
は
、
朱
某
が
思
想
家
・
学
者
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
こ
の
朱
薫
五
十

代
以
降
の
も
の
で
あ
り
、
特
に
六
十
代
以
降
の
記
録
が
多
い
。
そ
し
て
五
十
代

以
降
、
七
十
一
歳
の
そ
の
死
ま
で
、
内
容
的
に
は
充
実
は
し
て
い
く
が
、
根
本

的
に
は
そ
の
思
想
に
大
き
な
転
換
は
な
い
。
記
録
時
期
を
吟
味
は
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
こ
の
六
十
代
の
発
言
で
あ
れ
ば
、
表
現
は
と
も
あ
れ
、
持
っ
て

い
る
思
考
と
し
て
は
お
よ
そ
は
同
じ
立
場
に
立
つ
と
み
て
よ
い
。

以
上
を
踏
ま
え
て
本
稿
で
問
題
と
し
た
[
C
]
[
E
]
[
F
]
[
G
]
条
に
つ
い
て
、

田
中
謙
二
　
「
朱
門
弟
子
師
事
年
致
」
(
「
東
方
学
報
　
京
都
」
第
四
四
冊
、
一
九
七
三

年
)
等
の
近
年
の
朱
某
門
人
師
事
年
代
研
究
に
依
拠
し
て
い
う
と
、
[
F
]
条
の

み
が
朱
某
五
十
代
、
そ
の
他
は
六
十
代
、
こ
と
に
問
題
と
な
る
【
C
]
[
G
]
条
は

と
も
に
六
十
代
の
後
半
の
晩
年
の
も
の
と
み
ら
れ
る
〔
⑩
〕
。
と
す
る
と
、
「
拘
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幽
操
」
　
に
対
す
る
相
反
す
る
評
価
は
、
そ
こ
に
年
齢
が
大
幅
に
ち
が
う
こ
と
に

ょ
り
朱
某
の
思
考
が
変
化
し
た
た
め
と
み
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
表
面
上
は

評
価
が
相
反
す
る
ゆ
え
に
、
逆
に
両
条
の
通
底
面
の
吟
味
が
求
め
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
両
条
以
外
の
も
の
も
含
め
、
こ
れ
ら
の
発
言
を
検
討
す
る
と
き
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
思
考
か
ら
発
せ
ら
れ
た
も
の
と
み
る
よ
り
は
、
時
期
も
含

め
て
基
本
的
に
は
同
じ
立
場
に
立
つ
思
考
と
み
た
う
え
で
、
問
答
の
文
脈
等
を

吟
味
し
た
方
が
生
産
的
と
考
え
ら
れ
る
。
【
C
]
[
E
]
[
F
]
[
G
]
条
に
対
す
る
本

稿
の
解
釈
は
こ
う
し
た
立
場
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

四
　
r
拘
幽
操
』
に
お
け
る
闇
斎
の
朱
真
説
理
解
の
意
味

以
上
、
『
拘
幽
操
』
に
引
く
朱
薫
語
に
対
す
る
山
崎
闇
斎
の
理
解
は
、
来
貢

自
身
の
本
旨
と
本
質
的
な
点
で
微
妙
に
ず
れ
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
を
論
じ
た
。
最
後
に
そ
の
ず
れ
は
偶
々
の
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
由

来
は
根
深
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
二
言
述
べ
た
い
。
す
な
わ
ち
、
言
葉
上
は

同
じ
く
周
の
文
王
の
態
度
を
問
題
と
し
な
が
ら
も
、
論
者
が
具
体
的
に
生
ま
の

現
実
と
し
て
受
け
止
め
て
い
る
君
臣
関
係
の
内
実
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
朱

蕪
と
山
崎
闇
斎
と
で
は
大
き
な
相
違
が
あ
る
こ
と
に
、
や
は
り
触
れ
な
い
わ
け

に
は
い
か
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

朱
某
が
君
臣
の
　
「
義
」
　
の
中
に
は
人
為
的
努
力
が
含
ま
れ
る
と
し
、
「
拘
幽

操
」
詩
を
認
め
た
り
(
[
C
]
粂
)
認
め
な
か
っ
た
り
(
[
G
]
条
)
す
る
の
も
、
「
拘

幽
操
」
詩
の
心
情
を
絶
対
的
な
も
の
と
は
み
ず
に
、
可
能
性
が
多
々
あ
る
「
義
」

の
努
力
の
一
つ
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
み
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
独
裁
君
主

制
と
い
う
宋
王
朝
下
、
自
ら
の
知
的
能
力
で
科
挙
試
験
を
通
過
し
て
皇
帝
の
臣

と
な
る
官
僚
に
ふ
さ
わ
し
い
思
考
で
あ
る
。
中
国
の
体
制
で
は
、
「
君
」
は
「
天

命
」
を
受
け
た
皇
帝
で
あ
り
、
そ
の
皇
帝
が
科
挙
を
主
宰
す
る
。
そ
し
て
「
臣
」

の
側
に
つ
い
て
い
う
と
、
「
庶
」
人
で
も
そ
の
科
挙
に
登
第
し
て
高
官
と
な
り
、

そ
の
政
治
的
抱
負
を
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
性
と
し
て
は
許
さ
れ
て
お
り
、
「
学

ん
で
聖
人
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
新
儒
教
の
口
号
は
、
実
感
を
持
っ

て
受
け
と
め
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
政
治
的
に
は
文
官
官

僚
と
し
て
　
「
君
」
た
る
皇
帝
の
下
に
統
括
さ
れ
、
地
方
官
と
し
て
は
地
方
政
府

を
主
宰
し
て
そ
の
地
方
社
会
を
統
治
し
、
中
央
の
官
と
も
な
れ
ば
全
国
統
治
に

参
画
し
、
ま
た
皇
帝
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
も
で
き
た
。
「
天
下
」
　
の
統
治
に

関
し
て
皇
帝
と
意
見
が
あ
わ
ず
、
な
お
あ
く
ま
で
自
身
に
道
理
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
「
君
臣
」
　
は
「
天
合
」
　
で
は
な
く
「
義
合
」
な
の
で
あ
り
、
辞
任
す
る
、

す
な
わ
ち
「
去
」
る
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
え
た
。
ま
た
逆
に
王
朝
が
候
い
た

と
き
に
、
「
去
」
　
る
の
も
や
む
を
得
な
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
「
去
ら
」
な
い
と

い
う
努
力
も
選
択
と
し
て
あ
り
え
た
。
朱
某
が
意
識
す
る
「
義
」
　
の
人
為
的
努

力
は
、
「
臣
」
　
の
こ
う
し
た
あ
り
方
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
稿
で
問

題
と
し
た
各
条
も
す
べ
て
こ
の
前
提
の
上
で
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
〔
⑪
〕
。

一
方
、
山
崎
闇
斎
の
眼
前
に
あ
る
江
戸
初
期
の
武
士
眉
に
と
っ
て
の
君
臣
関

係
は
、
緯
々
説
く
ま
で
も
な
く
世
襲
身
分
制
を
原
理
と
す
る
思
考
の
も
と
に
あ

り
、
し
か
も
そ
の
徳
川
統
治
体
制
が
い
よ
い
よ
固
ま
っ
て
い
く
と
い
う
時
点
に

あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
世
襲
身
分
の
た
め
に
、
個
人
の
知
的
能
力
に
よ
っ
て
統

治
に
参
加
し
、
民
に
責
任
を
持
っ
て
政
治
を
経
営
す
る
と
い
う
意
識
は
武
士
達

に
は
育
ち
に
く
い
〔
⑫
)
。
し
か
し
彼
ら
は
こ
の
江
戸
初
期
中
期
の
状
況
を
所
与

と
し
て
生
き
ざ
る
を
え
ず
、
そ
の
生
き
方
を
精
神
的
に
合
理
化
す
る
説
明
が
求

め
ら
れ
る
。
闇
斎
は
、
あ
た
か
も
父
、
継
母
ら
に
痛
め
つ
け
ら
れ
て
も
孝
心
を
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持
続
す
る
『
孟
子
』
に
お
け
る
舜
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
文
王
の
態
度
を
表
彰

し
、
「
君
臣
」
関
係
の
内
実
を
「
天
合
」
　
の
ご
と
く
に
な
ぞ
ら
え
、
こ
の
江
戸

初
期
の
武
士
層
の
あ
り
方
に
あ
っ
た
君
臣
関
係
像
を
、
朱
蕪
の
言
葉
に
依
り
つ

つ
提
示
す
る
。
こ
れ
が
『
拘
幽
操
』
で
あ
る
。
こ
の
課
題
か
ら
す
る
と
、
韓
愈

詩
の
文
王
の
心
情
は
、
人
為
的
努
力
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
認
め
ら
れ
た
り
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
よ
う
な
余
地
が
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ

こ
か
ら
み
れ
ば
、
資
料
【
C
]
に
お
い
て
　
「
転
語
」
と
し
て
語
ら
れ
た
、
「
臣
子

に
は
君
父
の
悪
い
点
を
あ
げ
つ
ら
う
と
い
う
道
理
は
な
い
」
と
い
う
韓
愈
詩
解

釈
の
言
葉
が
持
っ
て
い
た
含
み
が
読
み
込
ま
れ
な
い
の
は
、
単
な
る
偶
然
で
は

な
く
む
し
ろ
必
然
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
い
か
。

『
拘
幽
操
』
に
引
く
朱
某
語
に
対
す
る
山
崎
闇
斎
の
理
解
が
朱
蕪
自
身
の
本

旨
と
は
微
妙
に
ず
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
以
上
の
よ
う
に
両
者
が
前
提
と

す
る
社
会
の
統
治
体
制
、
政
治
体
制
の
中
の
君
臣
像
が
異
な
る
こ
と
を
理
解
し

て
こ
そ
、
そ
の
因
由
が
了
解
で
き
る
。
そ
の
ず
れ
を
確
認
し
た
地
平
か
ら
は
、

こ
の
　
「
拘
幽
操
」
論
の
展
開
と
し
て
の
い
わ
ゆ
る
大
義
名
分
論
の
展
開
を
砂
上

の
楼
閣
だ
と
低
く
見
る
見
解
も
あ
り
得
る
。
し
か
し
そ
れ
は
む
し
ろ
逆
で
あ
る
。

闇
斎
の
後
の
こ
と
で
い
え
ば
、
浅
見
綱
斎
以
下
、
こ
の
理
解
が
出
発
点
と
な
っ

て
論
が
展
開
さ
れ
、
本
稿
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
闇
斎
の
理
解
は
後
世
に
大

き
く
影
響
を
与
え
る
。
江
戸
期
の
日
本
社
会
は
闇
斎
の
理
解
を
自
ら
に
適
合
す

る
真
実
の
も
の
と
み
な
す
の
で
あ
る
〔
⑬
〕
。
後
の
　
「
拘
幽
換
」
　
論
の
展
開
を
も

含
む
検
討
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
大
義
名
分
論
が
江
戸
儒
学
独
特
の
も
の
で
あ
る

こ
と
が
い
わ
れ
る
が
〔
⑭
〕
、
そ
の
議
論
の
そ
も
そ
も
の
出
発
点
で
あ
る
闇
斎
の

朱
某
説
理
解
に
江
戸
儒
学
の
そ
の
独
自
性
に
つ
な
が
る
偏
り
が
み
ら
れ
る
と
い

う
こ
の
こ
と
の
中
に
、
そ
の
よ
う
な
理
解
を
真
実
の
も
の
と
み
な
し
て
い
く
江

戸
期
日
本
社
会
の
枠
組
の
力
が
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
か
ら
働
い
て
い
る
の
が
浮

か
び
あ
が
る
。
同
じ
資
料
が
中
・
日
で
相
当
に
異
な
る
理
解
を
も
っ
て
読
ま
れ

る
の
で
あ
る
〔
⑮
〕
。
自
戒
に
も
な
る
が
、
資
料
が
同
じ
言
説
だ
か
ら
せ
い
う
こ

と
で
現
代
日
本
か
ら
前
近
代
中
国
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
そ
の
像
か
ら
江
戸
の
日
本

を
安
易
に
類
比
す
る
こ
と
も
、
江
戸
の
日
本
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
そ
の
像
か
ら
前

近
代
中
国
を
類
比
す
る
こ
と
も
、
と
も
に
危
険
な
こ
と
が
み
て
と
れ
よ
う
。

注①
　
テ
キ
ス
ト
は
『
新
編
山
崎
闇
斎
全
集
』
(
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
七
八
年
。
一
九
三
六

年
日
本
古
典
学
会
版
の
復
刊
)
第
四
巻
に
よ
る
。
テ
キ
ス
ト
問
題
な
ど
」
　
そ
の
解
題

に
つ
い
て
は
、
『
日
本
思
想
大
系
3
1
　
山
崎
闇
斎
学
派
』
(
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
)

阿
部
隆
一
「
解
題
」
、
参
照
。
な
お
本
稿
は
、
東
北
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費
研
究
「
国
際
文
化
と
し
て
の
江
戸
文
化
の
研
究
」
　
研
究
成
果

報
告
書
(
代
表
者
　
石
川
秀
巳
、
一
九
九
八
年
三
月
)
に
お
け
る
報
告
に
加
筆
増
訂

を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

②
　
拙
稿
「
山
崎
闇
斎
『
大
和
小
学
』
考
-
中
国
新
儒
教
の
日
本
的
展
開
管
見
-
」
(
「
国

際
文
化
研
究
科
論
集
」
創
刊
号
、
東
北
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
、
一
九
九
三

年
)
　
三
八
頁
以
下
、
参
照
。
な
お
、
闇
斎
研
究
の
前
提
に
対
す
る
筆
者
な
り
の
理
解

に
つ
い
て
も
、
こ
の
論
を
参
照
の
こ
と
。

③
　
山
崎
闇
斎
初
伝
三
傑
の
幅
あ
る
「
拘
幽
操
」
論
に
つ
い
て
は
、
注
①
『
日
本
思
想
大

系
3
1
　
山
崎
闇
斎
学
派
』
収
録
資
料
、
参
照
。

④
　
石
黒
衛
「
『
靖
献
遺
言
』
像
の
変
容
」
(
「
江
戸
の
思
想
」
第
四
号
、
.
へ
り
か
ん
社
、

一
九
九
六
年
)
は
、
近
代
に
お
け
る
こ
の
再
構
成
の
問
題
を
論
ず
る
。
な
お
、
『
靖
献

遺
言
』
で
選
ば
れ
た
八
名
と
そ
こ
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
文
章
は
、
屈
平
(
屈
原
)
「
離
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騒
憤
沙
賦
」
、
諸
葛
亮
「
出
師
表
」
、
陶
潜
「
読
史
述
夷
斉
章
」
、
顔
真
卿
「
移
葉
帖
」
、

文
天
祥
「
衣
帯
中
賛
」
、
謝
坊
得
「
初
至
建
寧
賦
詩
」
、
劉
因
「
燕
歌
行
」
、
方
孝
捕
「
絶

命
辞
」
　
で
あ
る
。

⑤
　
中
国
歴
代
の
　
「
拘
幽
操
」
論
評
に
つ
い
て
は
、
荒
木
見
悟
「
『
拘
幽
操
』
の
足
跡
-

韓
退
之
よ
り
崎
門
学
ま
で
」
　
(
『
明
清
思
想
論
考
』
研
文
出
版
、
一
九
九
二
年
、
所
収
)

が
、
中
国
近
世
士
人
の
　
「
拘
幽
操
」
論
を
追
跡
し
、
こ
の
詩
が
「
朱
子
学
そ
の
他
の

諸
学
派
に
お
い
て
教
学
の
中
心
に
置
か
れ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
　
(
一
〇
九
頁
)

と
結
論
づ
け
、
江
戸
儒
学
と
の
相
違
を
論
ず
る
。
ま
た
島
田
虔
次
「
宋
学
の
展
開
」
(
『
講

座
世
界
歴
史
9
　
中
世
3
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
、
所
収
)
　
も
、
中
国
朱
子
学

に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
大
義
名
分
論
の
存
在
に
つ
い
て
否
定
的
見
解
を
述
べ
る
。

⑥
　
注
⑤
荒
木
論
文
、
八
七
頁
に
こ
の
視
点
の
示
唆
が
あ
る
。

⑦
　
中
国
、
朝
鮮
、
日
本
の
連
動
と
い
う
視
点
か
ら
闇
斎
を
検
討
す
る
と
き
に
ま
ず
参
照

さ
れ
る
べ
き
戦
後
刊
行
の
邦
文
の
研
究
で
あ
る
阿
部
吉
雄
『
日
本
朱
子
学
と
朝
鮮
』
(
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
六
年
複
製
版
。
原
版
一
九
六
五
年
)
　
は
、
闇
斎
の
　
「
拘
幽

操
」
表
彰
を
「
朱
子
の
思
想
を
徹
底
さ
せ
た
も
の
」
　
と
い
う
視
点
で
論
述
し
、
『
拘
幽

操
』
主
要
資
料
を
訳
出
す
る
(
四
一
〇
頁
以
下
)
。
た
だ
し
氏
は
、
韓
愈
詩
末
尾
を
「
転

語
」
　
と
み
な
し
、
「
鳴
呼
臣
罪
当
誅
今
、
天
王
聖
明
と
い
う
転
語
は
、
文
王
の
心
を
よ

く
言
い
得
て
い
る
。
」
と
訳
解
す
る
　
(
四
一
二
頁
)
　
が
、
「
須
是
A
方
B
」
　
の
句
形
の

A
部
分
は
ま
だ
現
前
し
て
い
な
い
こ
と
を
さ
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
「
転
語
」
　
が
さ
す

も
の
は
、
続
く
朱
薫
の
発
言
と
と
る
の
が
穏
当
で
あ
る
。

⑧
　
【
E
]
条
の
「
不
得
巳
」
に
つ
い
て
は
、
[
C
]
条
が
言
及
す
る
「
駿
来
君
忠
嘉
集
」
(
『
朱

文
公
文
集
』
巻
八
二
)
　
に
、
「
父
子
之
仁
、
君
臣
之
義
、
美
非
天
賦
之
本
然
、
民
葬
之

固
有
。
彼
　
(
荘
子
)
　
乃
独
以
父
子
為
自
然
、
而
謂
君
臣
之
相
属
、
特
出
於
事
勢
之
不

得
巳
。
夫
蓋
然
哉
」
　
と
あ
る
の
も
参
考
に
し
て
理
解
す
る
。
ど
う
し
よ
う
も
な
く
な

っ
て
か
ら
無
理
な
人
為
と
し
て
行
う
も
の
と
し
て
「
義
」
を
捉
え
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
[
E
]
条
は
そ
の
記
録
者
の
師
事
年
か
ら
す
る
と
、
こ
の
　
「
政
」
よ
り
も
後
年
の

発
言
で
あ
る
　
(
注
⑳
後
述
)
。

⑨
　
当
然
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
延
長
と
し
て
、
後
駿
〔
D
]
で
武
王
が
最
善
と
は
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
に
、
「
革
命
」
と
い
う
も
の
に
対
し
て
闇
斎
は
否
定
的
と
な
る
。

⑳
　
田
中
謙
二
　
r
朱
門
弟
子
師
事
年
致
」
　
(
「
東
方
学
報
　
京
都
」
第
四
四
冊
、
一
九
七
三

年
)
、
同
「
続
」
　
(
同
、
第
四
八
冊
、
一
九
七
五
年
)
　
に
よ
る
と
、
〔
C
〕
条
の
記
録
者

林
賜
の
朱
寮
師
事
期
は
、
二
九
五
、
七
、
九
年
(
「
年
故
　
続
」
二
九
八
頁
以
下
)
。

[
E
】
条
記
録
者
菓
賀
孫
の
師
事
期
は
一
一
九
一
年
以
降
(
「
年
致
　
続
」
三
二
六
頁
以

下
)
。
同
席
の
劉
嘱
、
字
用
之
の
師
事
は
一
一
九
九
年
(
「
年
致
し
　
〓
ハ
一
貫
)
だ
か

ら
、
本
条
は
一
一
九
九
年
の
も
の
。
[
F
]
条
の
記
録
者
余
大
雅
は
一
一
七
九
年
以
降

の
師
事
、
一
一
八
九
年
に
死
去
し
た
の
で
、
記
録
は
一
一
八
九
年
以
前
(
「
年
敬
」
一

八
九
頁
以
下
)
。
[
G
】
条
の
記
録
者
沈
欄
の
師
事
期
は
一
一
九
八
年
以
降
(
「
年
致
」

一
六
九
貢
)
。
【
C
]
条
と
[
G
]
条
の
先
後
は
確
定
し
が
た
い
。
な
お
朱
寮
の
生
年
は
一

一
三
〇
年
。
こ
の
よ
う
に
年
時
を
問
題
に
す
る
と
、
そ
の
発
言
が
ち
ょ
う
ど
慶
元
の

党
禁
の
前
後
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
党
禁
の
状
況
の
中
で
君
臣
の
　
「
義
」
　
や
「
忠
」

な
ど
を
ど
う
考
え
て
い
た
の
か
、
興
味
深
い
所
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
こ
と
に
つ
い

て
は
別
の
機
会
に
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

⑪
　
注
④
の
『
靖
献
遺
言
』
に
載
せ
ら
れ
た
諸
人
の
行
為
は
、
「
去
ら
」
な
い
と
い
う
の

が
、
君
臣
関
係
が
上
下
と
し
て
き
ま
り
き
っ
た
も
の
と
し
て
あ
る
こ
と
の
た
め
で
は

な
く
、
去
る
こ
と
も
可
能
性
と
し
て
は
あ
り
得
る
中
で
そ
の
主
体
が
積
極
的
に
選
択

し
た
結
果
の
も
の
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
林
羅
山
の
朱
子
学
理
解

と
の
対
比
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
朱
子
学
の
君
臣
観
を
説
く
溝
口
雄
三
・
伊
東
貴
之

・
村
田
雄
二
郎
『
中
国
と
い
う
視
座
』
(
こ
れ
か
ら
の
世
界
史
4
、
平
凡
社
、
一
九
九

236



山崎闇斎編『拘幽操』における末葉説理解について(市来)

⑬　　　　⑬
五
年
)
は
、
[
E
]
[
F
]
条
の
資
料
に
ふ
れ
つ
つ
　
(
五
三
頁
以
下
)
朱
子
学
の
君
臣
観

の
　
「
柔
軟
」
さ
を
い
う
が
、
柔
軟
と
い
う
と
す
れ
ば
そ
れ
は
、
君
臣
上
下
関
係
が
外

枠
と
し
て
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
内
実
も
先
験
的
固
定
的
に
定
ま
っ
て
い
る
と
い

う
の
で
は
な
く
、
そ
の
君
臣
関
係
を
支
え
る
者
の
主
体
性
に
そ
の
内
実
が
か
か
る
と

い
う
こ
と
を
意
味
し
よ
う
(
こ
の
書
に
引
く
『
語
類
』
が
「
拘
幽
操
」
論
に
関
わ
る

も
の
と
し
て
か
ね
て
関
心
を
抱
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
触
発
さ
れ
て
小
稿
を
書

く
に
至
っ
た
。
謝
意
を
表
し
た
い
)
。
ま
た
、
そ
の
君
臣
関
係
の
内
実
を
充
填
す
る
努

力
は
、
単
に
君
臣
が
き
ま
り
、
名
分
だ
か
ら
と
い
う
よ
り
以
上
の
結
果
を
将
来
す
る

こ
と
に
な
る
場
合
も
あ
る
。
[
C
]
条
に
言
及
さ
れ
て
い
る
「
放
宋
君
忠
嘉
集
」
は
、

宋
金
戦
争
時
に
国
家
輿
復
の
念
を
忘
れ
ず
に
苦
心
し
た
そ
の
努
力
を
、
「
堂
(
荘
子
が

い
う
よ
う
に
)
有
所
不
得
巳
而
強
為
之
哉
」
と
評
す
る
。
た
だ
し
こ
れ
も
、
努
力
の

方
向
性
が
多
々
あ
り
得
た
中
で
そ
の
一
つ
を
選
択
し
た
結
果
の
姿
と
し
て
了
解
す
べ

き
で
あ
る
。

中
国
新
儒
教
の
理
念
お
よ
び
そ
の
理
念
が
前
提
と
す
る
中
国
近
世
社
会
と
近
世
日
本

社
会
と
の
ず
れ
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
し
た
有
用
な
も
の
と
し
て
、
渡
辺
浩
『
近

世
日
本
社
会
と
宋
学
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
)
が
あ
る
。

浅
見
細
斎
は
『
拘
幽
操
附
録
』
に
お
い
て
、
資
料
と
し
て
『
朱
文
公
文
集
』
巻
三
九
、

答
氾
伯
崇
第
四
番
を
収
録
す
る
に
際
し
、
も
と
の
そ
の
書
簡
が
文
王
の
臣
服
と
武
王

の
革
命
と
い
う
両
面
を
問
題
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
部
分
を
削
除
し
、
闇

斎
の
朱
某
説
理
解
の
方
向
性
を
よ
り
明
確
化
さ
せ
る
。

藤
原
僅
窟
・
林
羅
山
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
、
所
収
)
、
そ
の
内
実
は
林
兆
恩
説

と
は
相
当
に
異
な
り
、
慶
長
頃
の
社
会
状
勢
に
み
あ
っ
た
解
釈
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
中
村
安
宏
「
藤
原
怪
宿
と
林
兆
恩
-
『
大
学
要
略
』
を

め
ぐ
っ
て
ー
」
　
(
「
文
芸
研
究
」
第
一
三
八
集
、
東
北
大
学
、
一
九
九
五
年
)
、
参
照
。

⑭
　
注
⑤
の
荒
木
、
島
田
論
文
、
参
照
。

⑮
　
本
稿
は
山
崎
闇
斎
を
、
注
⑪
『
中
国
と
い
う
視
座
』
は
林
羅
山
を
問
題
と
す
る
が
、

そ
れ
に
先
立
つ
藤
原
慢
諸
に
つ
い
て
も
、
彼
が
中
国
明
末
の
林
兆
恩
の
四
書
解
釈
を

深
く
参
照
し
な
が
ら
(
金
谷
治
「
藤
原
僅
寓
の
儒
学
思
想
」
、
『
日
本
思
想
大
系
　
か




